
本の返却を�
　　　お忘れなく
本の貸出期間は２週間です
　春は、進学や就職、転勤などで異動が
多い時期です。異動の前に、図書館で借
りた本は忘れずお返しください。
　佐渡市内で借りた本は、市内のどの図
書館・図書室でも返却できます。

本の検索・予約は、�
インターネットサービスが便利です
　佐渡市立図書館のホームページから図
書の検索、予約、利用状況の確認ができ
ます。
　利用をご希望の方は、事前に図書館・
図書室のカウンターでパスワードとメー
ルアドレスを登録してください。予約本
もメールでご連絡します。
URL:https://www.city.sado.niigata.jp/~lib/
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楽
し
か
っ
た
！
羽
茂
自
然
学
園 

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
（
羽
茂
地
区
）

　

昨
年
12
月
26
日
か
ら
12
月
28
日
の
２
泊

３
日
で
、羽
茂
地
区
の
カ
ル
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
素
浜
を
会
場
に
、市
内
の
小
学
校
３

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
計
21
人
で
、羽
茂

自
然
学
園
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

体
験
内
容
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
お
こ
し
型

作
り
、調
理
実
習
、竹
と
ん
ぼ
作
り
、こ
け

玉
作
り
で
す
。男
の
子
は
竹
と
ん
ぼ
作
り
、

女
の
子
は
こ
け

玉
づ
く
り
が

楽
し
か
っ
た
と

の
感
想
で
し
た
。

保
護
者
と
離
れ

て
生
活
す
る
経

験
が
で
き
、市

内
の
児
童
の
交

流
が
図
ら
れ
た
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

第
５
回
両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
津
地
区
）

　

２
月
７
日
㈰
、両
津
文
化
会
館
を
会
場

に
、両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

両
津
地
区
に
居
住
、勤
務
す
る
20
組
21

人
が
出
場
し
、自
慢
の
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

寒
い
天
候
の
な
か
約
７
０
０
人
が
会
場

に
詰
め
か
け
、家
族
や
友
人
、地
域
・
職
場

の
方
等
の
応
援
に
よ
り
会
場
は
熱
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
と
観
客
が
一
体
と
な
り
会
場
を

盛
り
上
げ
、住
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
賞 
菊
池　
　

繁
さ
ん

サ
ド
テ
レ
ビ
賞 

斎
藤　

和
彦
さ
ん

新
潟
第
一
興
商
賞 

久
保　

政
信
さ
ん

熱
演
賞 

三
國
屋
太
一
さ
ん

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

�資料紹介��
「金山の街・相川の近代の人物と
その所縁の町」　森　幾　著発行

　近代から現代にかけて（1955 年頃ま
で）相川の市街地に生まれ、育ち、暮ら
していた人々のうち、島内外で活躍した
39 人を取り上げている。直接あるいは
間接的に「金山」と関係があった人物の資料。
　この著者の本は、ほかにも「情調的・哲学的自分史－わ
が詩と真実」、「緑の山野、孤徨、雪国－情調的・哲学的自
分史 青年から壮年へ／歌集　青きに泛ぶ」、「歌集　短詩的
音楽（ゆらぐ）」などあります。

「田中志津　執筆の系譜
作家・田中志津が自身の�
作品について語る」
　製作：武蔵野書院
　99 歳になる現在まで、数多くの作
品を世に送り出し人々に感動を与え
た、作家・田中志津。作家としての
執筆活動の軌跡をたどった、作品群
が一挙掲載された系譜。

愛情を込めて作った「こけ玉」

出場者の皆さん

市報さど　平成28年3月号


